
R６年度 総合的な学習の時間 年間指導計画                     大月町立大月小学校 3年生 

 

月 学 習 活 動 （時数） 
【探究のプロセス】①課題の設定②情報の収集③整理・分析④まとめ・表現 

外部との連携 
(人・もの・こと) 
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①大月町の自然について考え、話し合う。 

 

②山と海のグループに分かれて探究活動を始める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③１年間の振り返りをして、４年生への総合学習へつないでいく。 

 

 

 

 

（人） 

・町づくり課（久松さん） 

・黒潮生物研究所（目崎

所長さん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大月のよさを知ろう」（７０時間） 

「大月の自然①」（35時間） 

「大月の自然②」（35時間） 

○大洞山やそのまわりに

ついて探究課題を設定 

○大洞山に行き、情報を

収集する。 

○情報を整理・分析する。 

○大洞山の魅力について

チラシを作成しながらま

とめる。 

○大月の海について探究

課題を設定。 

○全校児童、教職員にア

ンケートをとる。 

○アンケートを集計し、分

析する。 

○アンケート結果からさら

なる課題を設定する。 

○ヒユサンゴについて探

究課題を設定する。 

○黒潮生物研究所に行

き、ヒユサンゴについて

情報を収集する。 

○調べたことを学校のみ

んなに伝えたいと、スラ

イドや新聞にまとめる。 

○参観日の発表に向けて

大洞山の魅力が伝わる

ように、シナリオを作成

する。 

○これまでの学習のまと

めとして、大洞山の魅力

をペープサートにして、

参観日に保護者とクラ

スの児童に発信する。 

（チラシも配布する。） 

○大月の海水がきれいな

のかどうかという課題を

立て、水質調査をする。 

○ＰＨの値を調べ、分析を

する。 

○アンケート結果と水質

調査の結果を参観日で

保護者と児童に発信す

る。 

○ヒユサンゴの秘密に

ついて、５．６年生、３・

４年生、１・２年生に伝

える。 

○参観日に保護者にも

ヒユサンゴの秘密に

ついて伝える。 

（新聞も配布する。） 

（もの） 

・大洞山 

・ヒユサンゴ 


